
 

    

 

 

 

 

 

先日、新年のご挨拶をしたばかりだと思っておりましたが、もう 2 月。「１月は、行
い

く」

「２月は逃
に

げる」「３月は去
さ

る」とはよくいったもので、この３か月はあっという間に過ぎ

ていってしまいます。「もっと時間がほしい。」と思っても１日は２４時間。その時間をど

のように有効活用するかで、生活の豊かさが変わってきます。特に集団で生活している学

校生活では、時間を上手に使わないと、みんなの時間を泥棒してしまうことにもなります。 

もうすぐ２年生になる子供たち。学校生活のリズムも身に付け、活動の準備、当番や係

の仕事など、上手にできるようになりました。入学したての頃から比べると、驚くほどの

成長です。しかし、まだまだ、先生や友達に「言われてからやる」という場面が多いです。

「言われなくても、進んで行動する」「先のことを考えて行動する」ということができるよ

うになると、さらに、時間的にも心の面でもゆとりある生活が生まれます。３学期は２年

生への準備期間。意識して行動し、よりよい学校生活が送れるよう、声かけをしていきた

いです。 

 

 

                                                 

月 火 水 木 金 

２／２７ 
全校朝会 

２／２８ 
石神井保育園と
の交流（１組） 

１ ④ 
ユニセフ募金（始） 
外遊び 
南田中保育園と
の交流（２組） 
午前授業 

２ ④ 
 
外遊び 
午前授業 

３ ⑤ 
 
読み聞かせ 
避難訓練 
書きぞめ展（終） 

６ ⑤ 

全校朝会 

1 組挨拶運動 

７ ⑤ 

学級の時間 

８ ④ 

健康朝会 

午前授業 

９ ⑤ 

お楽しみ集会 

         

１０ ⑤ 

朝読書 

１３ ④ 

全校朝会 

午前授業 

 

2 組挨拶運動 

１４ ⑤ 

学級の時間 

１５ ④ 

午前授業 

特別時程 

１６ ⑤ 

体育朝会 

１７ ⑤ 

読み聞かせ 

そうじなし 

14:20 下校 

2０ ⑤ 

全校朝会 

2１ ④ 

午前授業 
新一年生保護者会 

2２ ⑤ 

外遊び 

2３ ⑤ 

音楽集会 

2４ ⑤ 

朝読書 

２７ ⑤ 

全校朝会 

２８ ⑤ 

学級の時間 

３／１ ⑤ 

外遊び 

３／２ ⑤ 
クラブ発表（ダンス） 

３／３ ⑤ 

読み聞かせ 

平成２９年２月２７日 

練馬区立南田中小学校長 

 校長     星 美登里 

１年学年だより  ＮＯ.１８ 

 陽
ひ

だまり 



                                                   

 

 

【挨拶運動について】 

  ２月は、ふれあい月間として、この期間に言葉遣い旬間を設定し、人権尊重や、いじ

め防止の観点から挨拶や言葉遣いについて子供たちに振り返らせ、相手の気持ちを考え

て挨拶や話ができるように指導していきます。 

この取組の一環として、２月６日（月）から１７日（金）までの間に一人１回、登校

時間に校門に立って挨拶をします。１組が６日（月）～１０日（金）、２組が１３日（月）

～１７日（金）の当番です。当番になった日は、準備のため８：００までに登校するこ

とになります。登校班よりも早い登校です。朝の忙しい時間に申し訳ありませんが、よ

ろしくお願いします。当番日は別途担任より連絡します。 

  

【もうすぐ２年生 ～1 年生を迎えるための準備をしよう～】 

 生活科で「もうすぐ２年生」という学習をします。１年間で学習してきたことを振り返

ったり、「２年生になるまでこんなことができるようになりたい」ということを考えたり、

新しい１年生を迎える準備をしたりします。１月３１日・２月１日には、近隣の保育園の

年長さんが小学校に学校見学に来ます。１年生は、学校の様子を紹介したり、案内したり、

一緒に遊んだりします。「新しい１年生に喜んでもらいたい。」「入学を楽しみにしてもらい

たい」「２年生として見本なりたい。」と１年生を迎える意欲満々のみんなです。 

 

２年生になると、新１年生の入学式で「お祝いの演技」をします。今学期中に練習が始

まるのですが、本番は入学式なので、保護者の皆様に見ていただくことができません。そ

こで、３月２１日（火）５校時に保護者の皆様への発表会を行います。詳細は、後日ご連

絡します。ご都合をつけ、ぜひご覧ください。 

 

【いっしょがいいね ～かぞくが よろこぶことをしよう～】 

 生活科の「かぞくが よろこぶことをしよう」で、家族が喜ぶお手伝いの学習をします。

子たちはお手伝いを経験することで、家族の一員としての自覚をもつことができます。ま

た、それを褒めて、認めていただくことで、自分の大切さを実感していきます。毎週末の

宿題にもしたいと思いますので、ご協力ください。 

こくご たぬきの糸車 ことばをたのしもう ふたりでかんがえよう  

どうぶつのあかちゃん 

さんすう なんじなんぷん ずをつかってかんがえよう 

せいかつ もうすぐ２年生 いっしょがいいね（かぞくが よろこぶことをしよう） 

おんがく ききあって あわせて フルーツケーキ よろこびのうた  

ずこう くしゃくしゃがみから うまれたよ こころのはなを さかせよう 

たいいく 体つくり なわとび遊び  

どうとく 小さなしんせつ うつくしいもの ものをたいせつに 


